
伊
東
静
雄

青
年
期
の
読
書
体
験

渡

部

満

彦

一

伊
東
静
雄
の
旧
制
佐
賀
高
等
学
校
時
代
の
日
記
が
彼
の
遺
児
と
旧
制
大
阪
府
立

住
吉
中
学
の
教
え
子
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、
こ
の

(

平
成
一
九
年)

一
二
月
に
思

潮
社
か
ら
発
兌
の
予
定
だ
そ
う
で
あ
る
。
伊
東
の
著
作
と
い
え
ば
、
生
前
の
詩
集

四
冊
と
周
知
の
よ
う
に
桑
原
武
夫
の
慫
慂
に
よ
る
京
都
人
文
書
院
の

『

伊
東
静
雄

全
集』

(

以
後

『

全
集』

と
表
記)

と
大
塚
梓
、
田
中
俊
廣
編

『

伊
東
静
雄
青
春

書
簡

詩
人
へ
の
序
奏

』
(

本
多
企
画
、
平
九
、
以
後

『

書
簡』
と
表
記)

で
、『

全
集』

と

『

書
簡』

に
依
拠
し
な
が
ら
本
稿
の
テ
ー
マ

｢

伊
東
静
雄

青

年
期
の
読
書
体
験｣

を
考
察
す
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
未
刊
の

｢

日
記｣

か
ら
ど
ん

な
伊
東
静
雄
の
青
春
と
読
書
の
ど
の
よ
う
な
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
だ
ろ

う
か
、
刊
行
が
待
た
れ
る
。

《
青
春
と
は
、
と
ほ
り
す
ぎ
れ
ば
済
ん
で
し
ま
ふ
麻
疹
で
は
な
い
。
心
の
美
し

く
健
全
な
ひ
と
ほ
ど
、
自
己
の
青
春
の
中
に
見
出
し
た
問
題
か
ら
生
涯
の
が
れ
得

な
い
や
う
に
思
は
れ
る
。
真
実
な
人
間
と
は
自
己
の
青
春
を
終
へ
る
こ
と
の
出
来

な
い
人
間
だ
》
と
い
っ
た
の
は
伊
藤
整

(『

青
春』

角
川
文
庫
、
昭
二
六
、
三
〜

四
頁)

だ
が
、
広
辞
苑
五
版
Ｃ
Ｄ�

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
に
よ
れ
ば
、
青
春
と
は
《
①

(

五

行
説
で
春
は
青
に
あ
て
る)

春
。
陽
春
。〈
運
歩
色
葉�

、
②
年
の
若
い
時
代
。
人

生
の
春
に
た
と
え
ら
れ
る
時
期
。｢

時
代｣

｢

の
思
い
出｣

》
と
あ
り
、

語
句
と
し
て
【
青
春
期
】
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

念
の
た
め
【
青
春
期
】
を
検
索
し
て
み
る
と
、【
思
春
期
】
に
同
じ
と
あ
る
の

で
、
こ
れ
を
た
ど
る
と
、《
二
次
性
徴
が
あ
ら
わ
れ
、
生
殖
可
能
と
な
る
時
期
。

一
一
〜
一
二
歳
か
ら
一
六
〜
一
七
歳
ま
で
ぐ
ら
い
の
時
期
。
青
春
期
。
と
し
ご
ろ
。

春
機
発
動
期
》
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
青
年
期
は
同
じ
辞
書
に
よ
れ
ば
、《
男
女
の
一
四
、
五
歳
か
ら
二
四
、

五
歳
頃
ま
で
の
時
期
。
性
的
特
徴
が
顕
著
と
な
り
、
自
我
意
識
が
著
し
く
発
達
す

る
》
と
あ
る
。
そ
こ
で
伊
東
静
雄
の
青
春
期
を
旧
制
佐
賀
高
等
学
校
入
学
の
一
九

二
三
年
か
ら
一
九
三
○
年
、
つ
ま
り
昭
和
五
年
、
二
五
歳
く
ら
い
ま
で
に
広
げ
て

考
え
て
み
た
い
。
奇
し
く
も
大
塚
格
へ
の
書
簡
も
一
九
三
○
年
ま
で
が
頻
繁
で
、

五
年
後
に
一
通
の
み
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

伊
東
静
雄
の
書
簡
か
ら
読
書
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
と
左
の
通
り
だ
が
、
表
記
は

彼
の
書
い
た
と
お
り
そ
の
ま
ま
に
、『

全
集』

、『

書
簡』

の
註
か
ら
出
版
社
や
定

価
を
補
っ
た
。

大
正
一
二
年
一
一
月
〜
一
二
月

『

徒
然
草』

― 165―( 165 )

創
作
家
に
取
つ
て
、
勉
強
と
か
努
力
と
か
云
ふ
事
は
読
書
で
は
な
い
。
そ
れ
は
寧

ろ
じ
つ
と
考
へ
込
む
事
で
あ
り
、
凝
視
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
其
思
索
と
観
照
と
が
、

読
書
に
よ
つ
て
助
け
ら
れ
補
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
、
ま
た
言
ふ
迄
も
な
い

厨
川
白
村

『

十
字
街
頭
を
往
く』

三
一
○
〜
一
頁



大
正
一
四
年

六
月

二
日

一
茶

九
月
二
二
日

ト
ル
ス
ト
イ

『

我
が
宗
教』

一
〇
月

五
日

ジ
ツ
ケ
ン
ス

『

ク
リ
ス
マ
ス
・
カ
ロ
ル』

、
森

�
外

『

舞
姫』

、
桑
木
厳
翼

『

哲
学
概
論』

、
岩
城
準
太
郎

『

明

治
大
正
の
国
文
学』

、
厨
川
白
村

『

十
字
街
道
を
行
く』

一
一
月

八
日

国
木
田
独
歩
、
北
村
透
谷

大
正
一
五
年

一
月

島
崎
藤
村

『

新
生』

、『

海
へ』

一
月
一
七
日

島
崎
藤
村

『

新
生』

、『

海
へ』

、『

フ
ラ
ン
ス
便

り』
、『

桜
の
実
の
熟
す
る
頃』

、『

春』

二
月

国
木
田
独
歩

『

恋
愛
日
記』

二
月
一
〇
日

島
崎
藤
村

『

春』

、
シ
ヨ
ウ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル

『

宇
宙
と
人
生』

三
月

四
日

島
崎
藤
村

『

三
人
の
訪
問
者』

五
月

七
日

ト
ル
ス
ト
イ
『

ア
ン
ナ
カ
レ
ニ
ナ』

五
月
一
五
日

カ
ン
ト
、
出
隆
『

哲
学
以
前』

(

大
村
書
店
、

大
正
一
〇
年)

、
三
井
芳
太
郎

『
科
学
と
宗
教』

(

警
醒
社
、
大

三)五
月
二
五
日

正
岡
子
規
、
ス
ト
リ
ン
ド
ヘ
ル
ヒ

七
月

国
木
田
独
歩
、
ゲ
ー
テ
の

“H
e
rm

a
n

とD
o

ro
th

e
a

”

(
H

e
rm

a
n

n
u

n
d

D
o

ro
th

e
a
)

九
月
二
二
日

ル
ソ
ー

『

懺
悔
録』

、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
、
滝
沢

馬
琴

『

日
記』

一
〇
月
一
八
日

ト
ル
ス
ト
イ
全
集
、
正
岡
子
規
全
集
、
有
島
武

郎

『

迷
路』

、
ル
ソ
ー

『

懺
悔
録』

昭
和

二
年

二
月

四
日

岡
田
三
郎
、
谷
崎
潤
一
郎

『

潤
一
郎
喜
劇
集』

六
月
一
〇
日

万
葉
の
書
写

一
一
月

前
田
夕
暮

『

緑
草
心
理』

、『

梁
塵
秘
抄』

、
ツ
ル
ゲ
ー

ネ
フ

『

父
と
子』

一
一
月
二
三
日

ル
ソ
ー

『

懺
悔
録』

、『

万
葉
集』

、『

歎
異
抄』

、

子
規
、
良
寛
、
荻
原
井
泉
水

『

遍
路
と
な
り
て』

昭
和

三
年

三
月
二
三
日

武
者
小
路
実
篤
全
集
、
芥
川
龍
之
介
全
集

三
月
三
一
日

藤
沢
古
実

『

国
原』

(

昭
和
二
年
岩
波
書
店
、

ア
ラ
ラ
ギ
叢
書
第
三
一
編)

六
月
一
四
日

正
岡
子
規

昭
和

四
年

六
月

七
日

『

戦
旗』

九
月
一
二
日

マ
ル
ク
ス

一
〇
月
二
二
日

芥
川
龍
之
介
全
集
、
蕪
村
全
集

一
二
月
一
一
日

チ
エ
ー
ホ
フ
の
全
集

(

独
逸
語)

、
パ
ル
ザ
ッ

ク
、
ス
ト
リ
ン
ド
ヘ
ル
ヒ
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
、
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
、

ツ
ル
ゲ
ニ
エ
フ
、
ゴ
ー
ゴ
リ
、
ゴ
ー
リ
キ
ー

一
二
月
一
一
日

チ
エ
ー
ホ
フ
全
集
、
芥
川
龍
之
介

一
二
月
二
一
日

ツ
ル
ゲ
ニ
エ
フ

『

フ
リ
ュ
ー
リ
ン
ク
ス
・
ボ
ー

ゲ
ン』

、
ツ
ル
ゲ
ニ
エ
フ

『

ブ
ー
リ
ン
と
ブ
バ
リ
ン』

(

岩
波
文

庫
、
二
〇
銭)

、
有
島
武
郎

『

宣
言
一
つ』

、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

学
、
ツ
ル
ゲ
ニ
エ
フ

『

フ
ェ
タ
ー
・
ウ
ン
ト
・
ゾ
ー
ネ』

一
二
月
二
六
日

独
逸
語
に
よ
る
ロ
シ
ア
文
学
研
究

一
二
月
二
七
日

チ
エ
ホ
フ
、
ツ
ル
ゲ
ニ
エ
フ
、
有
島
武
郎
、
芥

川
龍
之
介
、
田
辺
元

｢

所
謂

『

科
学
の
階
級
性』

に
就
い
て｣

(『

改
造』

一
二
巻
一
号)

昭
和

五
年

二
月
一
七
日

ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
、
有
島
武
郎

『

宣
言
一
つ』

三
月

一
日

モ
ー
パ
ッ
サ
ン

『

女
の
一
生』

三
月

七
日

有
島
武
郎
、
プ
レ
ハ
ノ
フ
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・

エ
ン
ゲ
ル
ス
、
堺
利
彦
訳

『

社
会
主
義
の
発
展』

(

改
造
文
庫
、

一
〇
銭)

、
中
河
与
一

『

形
式
主
義
芸
術
論』

三
月
一
七
日

ギ
イ
・
ド
・
モ
ウ
パ
ッ
サ
ン
、J

.
R

e
n

a
rd

を

世
界
文
学
で
、
パ
ル
ザ
ッ
ク

『

人
間
喜
劇』

、『

改
造』

二
月
号

広
津
和
郎

｢

文
芸
雑
感｣

、
木
村
毅

｢

大
衆
文
学
論｣

、
兼
常
清

佐
｢

音
楽
の
階
級
性｣

― 166― ( 166 )



四
月

七
日

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン

六
月
一
三
日

シ
ユ
ニ
ツ
レ
ル
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
、
岩
野
泡

鳴

｢

毒
薬
女｣

六
月
一
八
日

シ
ユ
ニ
ツ
レ
ル

九
月
二
四
日

エ
ド
ア
ル
ト
・
メ
リ
ケ

『

プ
ラ
ー
グ
へ
の
旅
路

の
モ
ー
ツ
ア
ル
ト』

一
一
月

ル
ッ
ソ
ー
の
伝
記

広
辞
苑
に

｢

春
機
発
動
期｣

と
い
う
字
句
が
見
ら
れ
た
が
、
伊
東
静
雄
の
青
年

期
も
不
条
理
な
性
欲
と
の
戦
い
、
生
き
る
こ
と
の
意
味
の
模
索
で
あ
っ
た
。
伊
藤

整
は
次
の
よ
う
に
も
書
い
て
い
る

(

前
掲
書
、
三
頁)

。

人
の
生
涯
の
う
ち
一
番
美
し
く
あ
る
べ
き
青
春
の
季
節
は
、
お
の
づ
か
ら

最
も
生
き
る
に
難
し
い
季
節
で
あ
る
。
神
が
あ
ら
ゆ
る
贈
り
物
を
一
度
に
人

に
与
へ
て
み
て
、
人
を
試
み
、
そ
れ
に
圧
し
潰
さ
れ
ぬ
も
の
を
捜
さ
う
と
で

も
し
て
ゐ
る
か
の
や
う
に
、
そ
の
季
節
は
緑
と
花
の
洪
水
に
な
つ
て
氾
濫
し
、

人
を
溺
ら
せ
道
を
埋
め
て
し
ま
ふ
。
生
命
を
失
ふ
か
、
真
実
を
失
ふ
か
せ
ず

に
そ
こ
を
切
り
抜
け
る
人
間
は
少
な
い
で
あ
ら
う
。

静
雄
の
青
年
期
の
読
書
は
宗
教
か
ら
哲
学
へ
、
哲
学
か
ら
文
学
へ
、
そ
し
て
そ

れ
が
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
国
文
科
卒
業
論
文

『

子
規
の
俳
論』

へ
と
結
晶
す
る
。

静
雄
が
論
文
作
成
で
引
用
・
参
考
に
し
た
文
献
は
、｢

芭
蕉
雑
談｣

、｢

獺
祭
書
屋

俳
句
帳
抄｣

、『

古
今
集』

、『

俳
諧
一
葉
集』

、『

去
来
抄』

、『

芸
術
の
二
道』

(
長

与
善
郎)

、｢

一
茶
の
俳
句
を
評
す｣

、｢

俳
人
蕪
村｣

、『

文
学
論』

(

夏
目
漱
石)

、

『

笈
日
記』

、『

芭
蕉
雑
記』

(

室
生
犀
星)

、『

俳
句
提
唱』

(

荻
原
井
泉
水)

、
明
治

三
二
年
香
取
秀
真
宛
書
簡
、『

文
学
論』

(

竹
友
藻
風)

、｢

病
床
六
尺｣

、｢

明
治
二

十
九
年
の
俳
句
界｣

、｢

松
蘿
玉
液｣

、｢

俳
諧
大
要｣

、『

俳
句
の
作
り
方
と
味
は
ひ

方』
(

荻
原
井
泉
水)

、｢

新
派
俳
句
の
傾
向｣

、『

詩
の
原
理』

(

萩
原
朔
太
郎)

、

｢

俳
句
の
初
歩｣

、｢

俳
句
問
答｣

、｢

仰
臥
漫
録｣

、｢

配
合
論｣

で
あ
っ
た
。

昭
和
五
年
に
は
旧
制
大
村
中
学
校
の
同
窓
蒲
池
歓
一
、
福
田
清
人
の
同
人
誌

『

明
暗』

に
参
加
、
五
月
号
に

｢

空
の
浴
槽｣

を
発
表
、
昭
和
七
年
六
月
青
木
敬

麿
等
と

『

呂』

を
創
刊
、
詩
人
へ
の
道
を
歩
み
始
め
る
が
、
書
簡
、
書
籍
、
雑
誌

で
静
雄
が
言
及
し
た
書
物
名
や
そ
の
感
想
を
通
し
て
静
雄
の
詩
作
品
の
内
実
や
詩

想
、
生
活
の
実
態
を
闡
明
し
た
い
と
い
う
筆
者
の
意
図
の
手
は
じ
め
と
し
て
青
年

期
の
読
書
を
見
て
み
よ
う
。

静
雄
が
最
初
に
報
知
す
る
書
物
名
は

『

徒
然
草』

で
、
大
塚
宛
大
正
一
二
年
一

一
月
あ
る
い
は
一
二
月
頃
と
編
者
が
推
定
す
る
書
簡
に
現
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
自

分
の
勉
強
態
度
は

『

徒
然
草』

風
に
記
載
す
れ
ば
《
い
に
し
へ
の
古
き
こ
と
ど
も

書
き
侍
り
た
る
文
の
い
み
じ
う
厚
う
し
て
、
夜
深
く
な
る
に
、
見
あ
き
て
き
て
、

文
机
に
か
ゝ
り
た
る
ま
ま
に
て
、
う
ち
伏
し
て
、
夜
半
ば
か
り
に
目
醒
め
、
お
ど

ろ
き
、
床
に
つ
き
は
べ
り
ぬ
》(『

書
簡』

、
一
三
頁)

と
戯
れ
て
い
る
。『

徒
然
草』

へ
の
静
雄
の
述
懐
が
な
い
の
で
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
旧
制
大
村
中
学
の
授
業

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
か
、
あ
る
い
は
佐
賀
高
等
学
校
受
験
の
た
め
に
詳
解

『

徒
然

草』

の
類
に
目
を
と
お
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

国
木
田
独
歩
、
島
崎
藤
村
、
有
島
武
郎
、
岩
野
泡
鳴
の
名
前
が
リ
ス
ト
と
さ
れ

て
い
る
が
、
田
山
花
袋
が
静
雄
の
関
心
外
で
あ
っ
た
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

二
曠
野
の
歌

わ
が
死
せ
む
美
し
き
日
の
た
め
に

連
嶺
の
夢
想
よ
！

汝な

が
白
雪
を

消
さ
ず
あ
れ

息
ぐ
る
し
い
希
薄
の
こ
れ
の
曠
野
に

ひ
と
知
れ
ぬ
泉
を
す
ぎ

非
時

と
き
じ
く

の
木
の
実
熟う

る
る

隠
れ
た
る
場
し
よ
を
過
ぎ

伊
東
静
雄

青
年
期
の
読
書
体
験
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わ
れ
の
播
種
ま

く
花
の
し
る
し

近
づ
く
日
わ
が
屍な

き

骸が
ら

を
曳
か
む
馬
を

こ
の
道し

標め

は
い
ざ
な
ひ
還
さ
む

あ
ゝ
か
く
て
わ
が
永と

久は

の
帰
郷
を

高
貴
な
る
汝な

が
白
き
光
見
送
り

木
の
実
照
り

泉
は
わ
ら
ひ
…
…

わ
が
痛
き
夢
よ
こ
の
時
ぞ
遂
に

休
ら
は
む
も
の
！

伊
東
静
雄
が
い
く
つ
か
の
詩
作
品
の
詩
想
を
国
内
外
の
絵
画
や
著
作
か
ら
得
た

と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
一
人
に
小
高
根
二
郎
が
い
る
。《
わ
が
死
せ
む
美
し
き

日
の
た
め
に
／
連
嶺
の
夢
想
よ
！

汝な

が
白
雪
を
／
消
さ
ず
あ
れ
》
と
パ
セ
テ
ィ
ッ

ク
に
詠
い
出
さ
れ
る
、『

コ
ギ
ト』
昭
和
一
〇
年
四
月
号
に
掲
出
さ
れ
た

｢

曠
野

の
歌｣

は
イ
タ
リ
ア
の
ア
ル
プ
ス
風
景
画
家
セ
ガ
ン
テ
ィ
ー
ニ

(
G

io
v

a
n

n
i

S
e
g

a
n

tin
i,

1858� 1899)

の
油
彩
画

『

帰
郷
(
R

ito
rn

o
a

l
p

a
e
s
e

n
a

tio
)』

と
ド
イ
ツ
の
抒
情
詩
人
メ
ー
リ
ケ

(
E

d
u

a
rd

M
� o

rik
e
,

1804� 1875)

の

『

プ

ラ
ー
ク
へ
の
旅
路
の
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

(
M

o
z
a

rt
a

u
f

d
e
r

R
e
is

e
n

a
c
h

P
ra

g
)』

末
尾
の
ボ
ヘ
ミ
ア
民
謡
と
し
て
の
詩

｢

運
命
の
歌｣

に
奇
し
き
符
合
が
見
出
せ
る

と
す
る

(『

詩
人
伊
東
静
雄』

新
潮
選
書
、
昭
四
六
、
一
五
五
〜
一
五
九
頁)

。

そ
の
根
拠
を
酒
井
百
合
子
宛
書
簡
に
見
出
し
て
い
る
。

手
塚
富
雄
は
メ
ー
リ
ケ
は
ド
イ
ツ
文
学
中
で
も
っ
と
も
純
粋
な
抒
情
詩
人
の
一

人
で
、
同
世
代
の
詩
人
に
く
ら
べ
て
と
く
に
時
代
離
れ
し
て
い
る
感
じ
が
あ
り
、

在
世
当
時
は
世
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
解
説
し
て
い
る
が

(『

ド
イ
ツ
文
学

案
内』

、
岩
波
文
庫
、
昭
三
八
、
一
八
○
〜
一
八
一
頁)

、
静
雄
が
メ
ー
リ
ケ
に
た

い
す
る
こ
の
よ
う
な
事
柄
を
知
っ
て
い
た
か
否
か
は
い
ま
知
る
よ
し
も
な
い
の
だ

が
、
小
高
根
の
石
川
錬
次
訳
の

｢

運
命
の
歌｣

を
援
用
し
な
が
ら
奇
し
き
符
合
が

見
出
せ
る
と
い
う
言
辞
に
、
杉
本
秀
太
郎
は
《
メ
ー
リ
ケ
の
短
篇
小
説
の
結
尾
の

詩
を

『

曠
野
の
歌』

の
典
拠
と
す
る
理
由
を
類
似
に
も
と
め
る
の
な
ら
、
実
の
と

こ
ろ
、
類
似
は
ど
こ
に
も
な
い
》(『

伊
東
静
雄』

近
代
日
本
詩
人
選
一
八
、
筑
摩

書
房
、
昭
六
〇
、
五
○
頁)

と
切
り
捨
て
る
。

麻
原
雄
の

｢

回
帰
す
る
風
景

セ
ガ
ン
テ
ィ
ー
ニ｣

に
よ
れ
ば
、《
愚つ

か
れ
た

よ
う
に
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
の
山
並
み
を
描
き
、
山
襞
に
織
り
な
す
光
の
意
匠
に
魅
せ

ら
れ
、
さ
ら
な
る
輝
き
を
求
め
て
山
の
高
み
へ
と
登
っ
て
い
っ
た
》
セ
ガ
ン
テ
ィ
ー

ニ
は
《
未
完
の
遺
作
と
な
っ
た

｢

生｣
｢

自
然｣

｢

死｣

の
三
部
作
を
描
く
た
め
に
、

海
抜
二
千
七
百
メ
ー
ト
ル
の
高
み
に
画
架
を
立
て
、
死
を
招
い
た
急
の
病
の
も
た

ら
す
苦
痛
に
堪
え
画
筆
を
執
っ
た
》(『

イ
ー
ゼ
ン
ハ
イ
ム
の
火

麻
原
雄
芸
術
論

集』

冬
花
社
、
平
一
九
、
四
八
頁)

。
こ
こ
は
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
セ
ガ
テ
ィ
ー
ニ

を
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
セ
ガ
ン
テ
ィ
ー
ニ
に
改
名
し
た
彼
に
つ
い
て
語
る
場
所
で
は

な
い
が
、
静
雄
が

｢

曠
野
の
歌｣

の
モ
チ
ー
フ
と
し
た

｢

帰
郷｣

は
、《
マ
ロ
ー

ヤ
の
谷
の
冬
の
朝
、
雪
に
埋
れ
た
小
屋
か
ら
、
今
ま
さ
に
一
つ
の
遺
体
が
運
ば
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
三
人
の
黒
衣
の
女
が
う
な
だ
れ
て
戸
口
に
立
ち
、
葬
列
と
い

う
に
は
あ
ま
り
に
粗
末
な
、
骨
組
だ
け
の
馬う

ま

橇ぞ
り

が
一
台
、
そ
れ
を
待
ち
受
け
て
い

る
。
三
部
作
の
中
の

｢

死｣

を
、
彼
は
ま
ず
描
い
た
。
そ
れ
は
、
も
っ
と
も
早
く

彼
の
脳
裡
に
描
か
れ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
》(

前
掲
書
、
五
五
頁)

ろ
う
が
、《
死

の
翌
日
、
セ
ガ
ン
テ
ィ
ー
ニ
の
遺
体
は
、
粗
末
な
馬
橇
に
載
せ
ら
れ
て
シ
ャ
ー
フ

ベ
ル
グ
の
山
を
降
り
た
。
駆
け
つ
け
た
妻
は
、
そ
の
光
景
が
三
部
作
の

｢

死｣

そ

の
も
の
で
あ
っ
た
と
、
驚
き
と
も
怖
れ
と
も
つ
か
な
い
調
子
で
語
っ
た
と
い
う
》

(

同)

。

『

帰
家』

と
も
訳
さ
れ
る
セ
ガ
ン
テ
ィ
ー
ニ
の
他
の
作
品
も
見
せ
ら
れ
た
池
田

勉
も
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る

(｢

伊
東
静
雄
さ
ん
の
こ
と
ど
も｣

富
士
正
晴
編

『

伊
東
静
雄
研
究』

思
潮
社
、
昭
四
六
、
一
二
○
〜
一
二
一
頁)

。

私
た
ち
は
、
栗
山
理
一
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
詩
集

『

わ
が
ひ
と
に

与
ふ
る
哀
歌』

の
中
で
こ
と
に
、｢

曠
野
の
歌｣

や

｢

わ
が
ひ
と
に
与
ふ
る

哀
歌｣

の
諸
篇
を
愛
誦
し
た
。
崇
高
清
新
で
若
々
し
い
抒
情
の
息
吹
き
が
、

切
な
く
私
た
ち
の
胸
を
満
た
し
た
。
セ
ガ
ン
チ
ニ
の
描
い
た

｢

ア
ル
プ
ス
の

真
昼｣
に
、
遠
く
雪
の
連
嶺
が
そ
び
え
、
羊
飼
ひ
の
木
に
よ
っ
て
い
こ
ふ
牧

場
の
絵
を
見
な
が
ら
、
伊
東
さ
ん
は
こ
れ
ら
の
詩
篇
の
イ
メ
ー
ジ
を
語
っ
て
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く
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
所
感
に
対
し
て
杉
本
は
《
鬼
哭
啾
々
た
る
こ
の

『

帰
郷』

の
画
面

ほ
ど
、『

曠
野
の
歌』

の
歌
い
上
げ
る
帰
郷
か
ら
遠
い
も
の
は
な
い
。
い
か
に
も
、

画
面
は
詩
の
プ
ロ
ッ
ト
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。
だ
が
、
活
用
は
転
写
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。(

略)

プ
ロ
ッ
ト
と
し
て
絵
画
を
活
用
す
る
に
つ
い
て
も
、
わ
が
詩

人
は
、
こ
の
あ
と
で
触
れ
る
よ
う
に
、『

帰
郷』

の
画
面
ひ
と
つ
だ
け
を
活
用
す

る
よ
う
な
粗
末
な
ま
ね
は
し
て
い
な
い
》(

前
掲
書
、
五
二
頁)

と
異
議
を
申
し

立
て
て
い
る
。

小
高
根
に
た
い
す
る
杉
本
の
ポ
レ
ミ
ッ
ク
的
発
話
に
筆
者
は
判
断
を
中
止
す
る

し
か
な
い
の
だ
が
、
と
い
う
の
は
《
わ
が
死
せ
む
美
し
き
日�

、《
連
嶺
の
夢
想
よ
！

汝な

が
白
雪
を
／
消
さ
ず
あ
れ�
、《
非
時

と
き
じ
く

の
木
の
実
熟う

る
る
／
隠
れ
た
る
場
し
よ
》

と
い
う
詩
語
に

『

梁
塵
秘
抄』

も
反
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
か
ら
で
も
あ
る
。

東
ひ
ん
が
し

や
香か
う

山せ
ん

の
山
に
生な

る
な
る

花な
な

橘
た
ち
ば
な

を
八や

房ふ
さ

ふ
さ
ね
て

手
に
取
る
と
夢
に
見
つ

杉
本
秀
太
郎
も
《｢

非
時
の
木
の
実｣

は
、
柑
橘
類
を
指
し
て

｢

と
き
じ
く
の

か
く
の
こ
の
み｣

と
い
う
古
い
大
和
言
葉
を
思
い
出
さ
せ
る
。
柑
橘
は
夏
に
結
実

し
、
秋
、
冬
を
経
て
春
に
い
た
る
ま
で
、
枝
に
実
を
と
ど
め
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、

高
冷
の
山
地
に
柑
橘
は
そ
ぐ
わ
な
い
》(

前
掲
書
、
三
八
頁)

と
い
う
。
杉
本
の

見
解
で
筆
者
の
興
味
を
そ
そ
る
の
は
、『

聖
書』

の

『

詩
篇』

と
の
交
響
へ
の
言

及
で
あ
る
。
筆
者
に
は
セ
ガ
ン
テ
ィ
ー
ニ
、
メ
ー
リ
ケ
、
聖
書
詩
篇
、
梁
塵
秘
抄

と
い
う
絡
み
合
っ
た
糸
を
ほ
ぐ
し
て
諒
解
す
る
に
は
い
ま
少
し
時
間
が
必
要
で
あ

る
。
た
だ
伊
東
静
雄
の
青
年
期
を

｢

生｣
｢

自
然｣

｢

死｣

、
そ
れ
に
�
痛
き
夢
�

が
領
有
し
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
で
き
る
。

三
秧
鶏
は
飛
ば
ず
に
全
路
を
歩
い
て
来
る

秧く
い

鶏な

の
ゆ
く
道
の
上
に

匂
ひ
の
い
い
朝
風
は
要い

ら
な
い

レ
ー
ス
雲
も
い
ら
な
い

霧
が
た
め
ら
つ
て
ゐ
る
の
で

厨
房

く

り

や

の
や
う
に
温ぬ

く
い
こ
と
が
知
れ
た

栗
の
矮
林
を
宿
に
し
た
夜よ

は

反そ
り

落
葉
に
た
ま
つ
た
美
し
い
露
を

秧
鶏
は
ね
酒
に
し
て
呑
ん
で
し
ま
ふ

波
の
と
ほ
い

白
つ
ぽ
い
湖
辺
で

そ
処こ

が
い
か
に
も
ア
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
な
雁が
ん

と

道
づ
れ
に
な
る
の
を
秧
鶏
は
好
か
な
い

強
ひ
る
や
う
に
哀
れ
げ
な
昔
語

が
た
り

は

ち
ぐ
は
ぐ
な
合
槌
で
き
く
の
は
骨
折
れ
る
の
で

ま
も
な
く
秧
鶏
は
僕
の
庭
に
く
る
だ
ら
う

そ
し
て

こ
の
伝
記
作
者
を
残
し
て

来
る
と
き
の
や
う
に
去
る
だ
ら
う

『
四
季』

昭
和
一
〇
年
四
月
号
に
発
表
さ
れ
、
第
一
詩
集

『

わ
が
ひ
と
に
与
ふ

る
哀
歌』

一
七
番
目
に
収
載
さ
れ
た

｢

秧
鶏
は
飛
ば
ず
に
全
路
を
歩
い
て
来
る｣

の
詩
想
は
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
書
簡
集
か
ら
取
材
さ
れ
た
と
指
摘
し
た
の
は
こ
れ
も
小

高
根
二
郎
が
最
初
だ
ろ
う
か
。
こ
の
詩
は
内
山
賢
次
訳

『

チ
ェ
ー
ホ
フ
書
簡
集』

昭
和
四
年
八
月
刊
行
改
造
文
庫
の
中
の
プ
レ
ス
チ
ェ
ー
イ
ェ
フ
宛
の
書
簡
に
よ
る

伊
東
静
雄

青
年
期
の
読
書
体
験
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と
い
う

(

前
掲
書
、
八
九
〜
九
一
頁)

。

小
高
根
二
郎
は
次
の
よ
う
に
書
く
、《
若
い
静
雄
は
こ
の
二
人

(

芥
川
龍
之
介

と
有
島
武
郎
―
引
用
者
註)

の
先
輩
が
脱
却
で
き
な
か
っ
た
個
人
主
義
の
限
界
を
、

な
ん
と
か
し
て
突
き
抜
け
よ
う
と
し
て
焦
っ
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
そ
ん
な

心
境
に
あ
る
静
雄
は
、
た
ま
た
ま
改
造
文
庫

『

チ
ェ
ー
ホ
フ
書
簡
集』

(

昭
和
四

年
八
月
刊
内
山
賢
次
訳)

の
巻
末
付
録
で
マ
キ
シ
ム
・
ゴ
ー
リ
キ
ー
の

｢

ア
ン
ト

ン
・
チ
ェ
ー
ホ
フ

追
憶
の
断
片｣

を
読
ん
で
無
上
の
感
動
を
し
た
の
で
あ
っ

た
》(

八
九
頁)
。《
静
雄
の
チ
ェ
ー
ホ
フ
に
寄
せ
る
満
悦
と
同
感
は
、
そ
の
日
か

ら
五
年
後
、『

チ
ェ
ー
ホ
フ
書
簡
集』

中
の
一
書
簡

プ
レ
ス
チ
ェ
ー
イ
ェ
フ

宛
の
文
章
に
取
材
し
て
、｢
秧く
い

鶏な

は
飛
ば
ず
に
全
路
を
歩
い
て
来
る｣

に
結
晶
す

る
の
で
、
特
に
記
憶
に
留
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
》(

九
一
頁)

と
。

こ
れ
に
た
い
し
て
杉
本
秀
太
郎
は

｢

秧く
い

鶏な

は
飛
ば
ず
に
全
路
を
歩
い
て
来
る｣

は
ゲ
ー
テ
に
倣
っ
た
寓
意
の
詩
で
、《
昭
和
初
期
の
我
国
で
ゲ
ー
テ
を
あ
げ
つ
ら
っ

て
い
た
人
た
ち
の
俗
物
性
が
、
ゲ
ー
テ
を
味
読
し
て
い
る
こ
と
の
告
白
を
伊
東
静

雄
に
許
さ
な
か
っ
た
》
結
果
だ
と
す
る

(

前
掲
書
、
二
○
六
頁)

。
し
か
し
、
小

高
根
の
発
見
は
認
め
な
が
ら
も
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
。

こ
れ
を
読
む
と

(『

チ
ェ
ホ
フ
書
簡
集』

の
該
当
箇
所
―
引
用
者
註)

、
伊

東
静
雄
は
表
題
に
用
い
た
字
句
だ
け
を
チ
ェ
ー
ホ
フ
書
簡
の
文
脈
か
ら
荷
抜

き
の
要
領
で
盗
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
。
寓
意
の
展
開
は
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
書
簡

に
は
見
ら
れ
ぬ
文
脈
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
別
の
文
脈
の
な
か

で
秧
鶏
が

｢

飛
ば
ず
に
全
路
を
歩
い
て
来
る｣

。
こ
の
盗
み
も
ま
た
詩
人
の

血
液
中
に
盗
跡
を
く
ら
ま
し
て
い
る

(

二
〇
九
〜
二
一
〇
頁)

。

昭
和
四
年
八
月
二
五
日
発
行
と
奥
付
に
あ
る
改
造
文
庫
第
二
部
第
七
一
編
の
内

山
賢
次
訳

『

チ
エ
ホ
フ
書
簡
集』

定
価
五
〇
銭
Ａ
六
判
変
形
は
ガ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

の
重
訳
で
、
一
九
二
九
年
五
月
三
一
日
と
日
付
の
あ
る

｢

訳
者
の
序
文｣

に
は
、

�

こ
の
本
は
か
な
り
昔
、『

チ
エ
ホ
フ
の
手
紙』

と
い
ふ
標
題
で
、
あ
る
本
屋
か
ら

出
し
、
そ
の
本
屋
の
没
落
と
共
に
絶
版
に
な
つ
て
ゐ
た
の
を
、
三
年
前
、
春
秋
社

か
ら
再
刊
し
、
チ
エ
ホ
フ
愛
好
者
に
迎
へ
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
実

に
廉
価
版
に
し
て
普
及
さ
せ
よ
う
と
い
ふ
改
造
社
の
企
て
は
、
こ
の
訳
書
に
特
殊

の
愛
着
を
も
つ
て
ゐ
る
私
に
は
特
別
に
嬉
し
い
》(

五
頁)

も
の
で
、
静
雄
が
無

上
の
感
動
を
し
た
と
い
う
小
高
根
が
踏
み
込
ん
だ
感
想
を
述
べ
た
、
ゴ
リ
キ
ー

『

追
憶
断
片』

は
《
春
秋
社
版
に
附
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
も
こ
の
ま
ゝ
普
及
版

に
収
録
し
て
置
く
。
チ
エ
ホ
フ
の
姿
を
素
描
的
な
筆
で
眼
の
あ
た
り
見
る
や
う
に

活
躍
さ
せ
て
ゐ
る
ゴ
リ
キ
ー
の
小
憎
ら
し
い
ほ
ど
の
鋭
い
観
察
は
、
巻
頭
の

『

チ

エ
ホ
フ
の
生
活』

と
相
俟
つ
て
、
チ
エ
ホ
フ
を
鑑
賞
し
研
究
す
る
者
に
は
決
し
て

邪
魔
な
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
ら
…
…
》(

五
頁)

と
あ
る
。

大
正
一
五
年
七
月
一
八
日
発
行
春
秋
社

『

チ
ェ
ホ
フ
書
簡
集』

定
価
二
円
五
〇

銭
四
六
判
変
形
箱
入
り
の
一
九
二
六
年
六
月
二
六
日
と
日
付
の
あ
る

｢

訳
者
の
序

文｣

は
《
こ
の
本
は
数
年
前
、『

チ
エ
ホ
フ
の
手
紙』

と
い
ふ
標
題
で
或
る
本
屋

か
ら
出
し
、
僅
少
の
部
数
を
売
つ
て
そ
れ
な
り
に
な
つ
て
ゐ
た
》(

三
頁)

と
あ

り
、
冒
頭
か
ら
こ
の
文
の
前
ま
で
は
、
春
秋
社
版
も
改
造
社
版
も
同
文
で
あ
る
。

こ
れ
に
続
い
て
春
秋
社
の
担
当
者
へ
の
謝
辞
が
あ
り
、
そ
し
て
《
糊
口
の
為
に
種
々

な
仕
事
を
し
て
ゐ
る
も
の
ゝ�

、
こ
の
本
に
は
特
殊
の
愛
着
が
あ
り
、
そ
れ
が
甦
っ

た
の
は
特
別
に
嬉
し
く
、
数
年
前
と
気
持
ち
も
考
え
も
異
な
る
の
で
文
章
は
徹
底

的
に
直
し
、
ゴ
リ
キ
ー

『

追
憶
のマ
マ

断
片』

以
外
に
は
チ
エ
ホ
フ
の
追
憶
は
ブ
ー
ニ

ン
と
ク
ー
プ
リ
ン
が
書
い
て
い
る
が
、
後
者
は
写
真
屋
風
の
つ
ま
ら
な
い
も
の
だ

が
、
前
者
は
チ
エ
ホ
フ
の
或
る
一
面
を
捉
え
て
い
て
、《
ク
リ
ミ
ヤ
か
何
所
か
の

月
の
蒼
く
冴
え
わ
た
つ
た
深
夜
の
海
を
背
景
に
そ
の
姿
を
渾
然
と
描
き
出
し
た
、

名
画
の
や
う
な
感
じ
の
す
る
小
品
で
あ
っ
た
》(

三
頁)

が
、
英
訳
本
を
失
っ
て

そ
れ
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
だ
と
述
べ
て
い
る
。

小
高
根
は
静
雄
が
読
ん
だ
の
は
改
造
文
庫
と
い
っ
て
い
る
が
、
次
の
よ
う
な
文

章
で
あ
る
。

Ａ
・
Ｎ
・
プ
レ
ス
チ
ェ
ー
イ
ェ
フ
へ
／
三
月
六
日
／
恐
ろ
し
く
寒
い
。
然

し
憐
れ
な
小
鳥
た
ち
は
既
に
ロ
シ
ヤ
に
向
つ
て
飛
ん
で
来
る
！
小
鳥
た
ち
は

郷
愁
と
祖
国
の
愛
に
駆
ら
れ
て
来
る
の
で
す
。
幾
百
万
の
小
鳥
が
故
郷
を
恋

― 170― ( 170 )



ひ
慕
う
て
生
贄
と
な
り
、
幾
ら
か
の
小
鳥
が
途
中
で
凍
死
し
、
ど
ん
な
苦
悶

を
彼
等
が
三
月
及
び
四
月
上
旬
に
故
郷
に
帰
着
す
る
た
め
に
堪
へ
忍
ぶ
か
を

詩
人
が
知
つ
た
ら
、
彼
等
は
疾
く
に
そ
の
賛
歌
を
詠
つ
た
で
せ
う
に
！
…
…

飛
ば
な
い
で
全
路
を
歩
い
て
来
る
秧く

い

鶏な

や
、
凍
死
を
免
れ
る
た
め
人
間
に
身

を
委
ね
る
雁
の
身
に
な
つ
て
御
覧
な
さ
い
…
…
何
と
こ
の
世
の
生
活
と
い
ふ

も
の
は
辛
い
も
の
で
せ
う
！

(

一
一
三
〜
一
一
四
頁)

。

ガ
ー
ネ
ッ
ト
訳
の
書
簡
集
は
一
九
二
○
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
のM

a
c
m

illa
n

社
か
ら
四
一
六
頁
、
二
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
形
態
と
、
ロ
ン
ド
ン
のC

h
a

tto

&
W

in
d

u
s

社
か
ら
前
付
頁
一
三
頁
、
本
体
頁
四
二
四
頁
、
二
三
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
形
態
の
も
の
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
英
国
図
書
館
ウ
ェ
ブ

目
録
と
国
立
情
報
学
研
究
所W

e
b

c
a

t
P

lu
s

で
判
明
す
る
が
、
こ
れ
が
ど
う
も

初
版
の
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
の
手
元
に
は
以
下
の
図
書
が
あ
る
。

L
e
tte

rs
o

f
/

A
n

to
n

T
c
h

e
o

v
/

to
h

is
F

a
m

ily
a

n
d

F
rie

n
d

s
/

T
R

A
N

S
-

L
A

T
E

D
F

R
O

M
T

H
E

R
U

S
S

IA
N

B
Y

/
C

O
N

S
T

A
N

C
E

G
A

R
N

E
T

T
/

L
o

n
-

d
o

n
/

C
h

a
tto

&
W

in
d

u
s

/
1920

.

形
態
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
はx

iii,

424
p

.:

肖
像；

23
c
m

で
標
題
紙
裏A

ll
rig

h
ts

re
s
e
rv

e
d
(
/

は
改
行
を
意

味
す
る
、
以
下
同
様)

と
あ
り
、
同
書
五
頁
に
は
以
下
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
。

T
R

A
N

L
A

T
O

R
’S

N
O

T
E

/
O

F
th

e
e
ig

h
te

e
n

h
u

n
d

re
d

a
n

d

n
in

e
ty

le
tte

rs
/

o
f

T
c
h

e
h

o
v

p
u

b
lis

h
e
d

b
y

h
is

fa
m

ily
,

I
h

a
v

e
/

c
h

o
s
e
n

fo
r

tra
n

s
la

tio
n

th
e

le
tte

rs
a

n
d

p
a

s
-

/
s
a

g
e
s

fro
m

le
tte

rs

w
h

ic
h

s
e
e
m

to
m

e
to

/
th

ro
w

m
o

s
t

lig
h

t
o

n
h

is
c
h

a
ra

c
te

r,

h
is

/
life

,
a

n
d

h
is

o
p

in
io

n
s
.

T
h

e
m

e
m

o
ir

is
/

a
n

a
b

rid
g

e
d

a
n

d

a
d

a
p

te
d

v
e
rs

io
n

o
f

th
e

/
b

io
g

ra
p

h
ic

a
l

s
k

e
tc

h
o

f
h

is
b

ro
th

e
r

/

M
ih

a
il

T
c
h

e
h

o
v

.
T

c
h

e
h

o
v

’s
le

tte
rs

/
to

h
is

w
ife

a
fte

r
h

is
m

a
r-

ria
g

e
/

in
1901

h
a

v
e

n
o

t
s
o

/
fa

r
b

e
e
n

p
u

b
lis

h
e
d

.

内
山
の

｢

訳
者
の
序
文｣

は
こ
の
部
分
へ
の
言
及
と
み
な
せ
る
、
春
秋
社

(

二

〜
三
頁)

、
改
造
文
庫

(

四
〜
五
頁)

と
も
に
同
じ
文
章
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

チ
エ
ホ
フ
は
随
分
沢
山
の
手
紙
を
書
い
た
。
そ
れ
は
い
ま
ロ
シ
ヤ
語
の
原

本
で
菊
判
六
巻
の
浩
瀚
な
集
録
を
な
し
て
ゐ
る
。
ロ
シ
ヤ
語
の
で
き
な
い
私

の
こ
の
訳
本
は
、
ガ
ー
ネ
ッ
ト
の
英
訳
本
に
依

(

改
造
文
庫
版
で
は

｢

よ｣

と
ひ
ら
が
な
―
引
用
者
註)

つ
た
の
で
あ
る
が
、
ガ
ー
ネ
ッ
ト
訳
が
右
の
ロ

シ
ア
原
本
に
依

(

改
造
文
庫
版
で
は

｢

よ｣

と
ひ
ら
が
な
―
引
用
者
註)

つ

た
も
の
か
何

(

改
造
文
庫
版
で
は

｢

ど｣

と
ひ
ら
が
な
―
引
用
者
註)

う
か

は
不
明
で
あ
つ
て
、
ガ
ー
ネ
ッ
ト
は
た
ゞ
チ
エ
ホ
フ
家
に
依

(

改
造
文
庫
版

で
は

｢

よ｣

と
ひ
ら
が
な
―
引
用
者
註)

つ
て
発
表
さ
れ
た
八
百
九
十

マ

マ

通
の

書
簡
の
う
ち
、
チ
エ
ホ
フ
の
性
格
、
生
涯
、
及
び
意
見
に
光
を
投
ず
る
と
思

は
れ
る
部
分
を
選
択
渉
猟
し
た
と
云
つ
て
ゐ
る
だ
け
で
あ
る
。
巻
頭
に
掲
げ

た

『

チ
エ
ホ
フ
の
生
活』

は
、
チ
エ
ホ
フ
の
弟
ミ
ハ
イ
ル
の
伝
記
的
ス
ケ
ッ

チ
を
英
訳
者
が
翻
案
省
略
し
た
も
の
だ
と
い
ふ
。
そ
れ
に
就
い
て

(

改
造
文

庫
版
で
は

｢

つ
い
て｣

と
ひ
ら
が
な
―
引
用
者
註)

、
ゴ
ッ
ス
は

『

翻
案
及

び
省
略
と
い
ふ
こ
と
は
危
険
で
も
あ
る
し
、
こ
の
部
分
の
仕
事
は
不
用
意
に

行
は
れ
て
ゐ
る
、』

と
云
つ
て
難
じ
て
ゐ
る
が
、
あ
れ
だ
け
魅
力
の
あ
る
も

の
を
、
ガ
ー
ネ
ッ
ト
も
余
計
な
お
せ
つ
か
い
を
し
た
も
の
だ
と
思
ふ
。
之
も

(

改
造
文
庫
版
で
は

｢

こ
れ
も｣

と
ひ
ら
が
な
―
引
用
者
註)

、
ロ
シ
ヤ
語
の

で
き
な
い
私
は
そ
の
ま
ゝ
ガ
ー
ネ
ッ
ト
の
も
の
を
訳
す
ほ
か
な
か
つ
た
の
は

残
念
で
あ
る
。

三
月
六
日
付
Ａ
・
Ｎ
・
プ
レ
ス
チ
ェ
ー
イ
ェ
フ
宛
ガ
ー
ネ
ッ
ト
訳
は
以
下
の
通

り
(

八
二
頁)

。

T
o

A
.
N

.
P

L
E

S
H

T
C

H
E

Y
E

V
.
/

M
o

s
c
o

w
,

M
a

rc
h

6
.
/

It
is

d
e
v

ilis
h

ly

c
o

ld
,

b
u

t
th

e
p

o
o

r
b

ird
s

a
re

a
lre

a
d

y
fly

in
g

to
R

u
s
s
ia

!
T

h
e
y

a
re

d
riv

e
n

b
y

h
o

m
e
s
ic

k
n

e
s
s

a
n

d
lo

v
e

fo
r

th
e
ir

n
a

tiv
e

la
n

d
.

If

p
o

e
ts

k
n

e
w

h
o

w
m

a
n

y
m

illio
n

s
o

f
b

ird
s

fa
ll

v
ic

tim
s

to
th

e
ir

伊
東
静
雄

青
年
期
の
読
書
体
験
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lo
n

g
in

g
a

n
d

lo
v

e
fo

r
th

e
ir

h
o

m
e
s
,

h
o

w
m

a
n

y
o

f
th

e
m

fre
e
z
e

o
n

th
e

w
a

y
,

w
h

a
t

a
g

o
n

ie
s

th
e
y

e
n

d
u

re
o

n
g

e
ttin

g
h

o
m

e
in

M
a

rc
h

a
n

d
a

t
th

e
b

e
g

in
n

in
g

o
f

A
p

ril,
th

e
y

w
o

u
ld

h
a

v
e

s
u

n
g

th
e
ir

p
ra

is
e
s

lo
n

g
a

g
o

!...
P

u
t

y
o

u
rs

e
lf

in
th

e
p

la
c
e

o
f

a

c
o

rn
c
ra

k
e

w
h

o
d

o
e
s

n
o

t
fly

b
u

t
w

a
lk

s
a

ll
th

e
w

a
y

,
o

r
o

f
a

w
ild

g
o

o
s
e

w
h

o
g

iv
e
s

h
im

s
e
lf

u
p

to
m

a
n

to
e
s
c
a

p
e

b
e
in

g
fro

z
e
n

...

L
ife

is
h

a
rd

in
th

is
w

o
rld

!

一
九
九
九
年
か
ら
一
五
巻
の
チ
ェ
ー
ホ
フ
全
集
が
モ
ス
ク
ワ
の�

����

か
ら
刊

行
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
が
、
残
念
な
が
ら
参
照
で
き
て
い
な
い
の
で
チ
ェ
ー
ホ
フ

の
全
書
簡
が
現
時
点
で
何
通
な
の
か
確
定
で
き
て
い
な
い
が
、
ソ
連
邦
時
代
の
一

九
七
四
年
に
チ
ェ
ー
ホ
フ
全
集
全
三
○
巻
中
、
書
簡
一
二
巻
の
第
一
巻

(

一
八
七

五
〜
一
八
八
六
年
分)

が
刊
行
さ
れ
た
。｢

編
集
に
あ
た
っ
て｣

に
よ
れ
ば
チ
ェ
ー

ホ
フ
の
書
簡
は
一
八
七
五
〜
一
九
○
四
年
の
二
九
年
間
に
書
か
れ
た
約
四
四
○
○

通
が
保
存
さ
れ
て
い
る
と
い
う

(�
��
�	
�
��

��
�
���
��
���
�
����

�
1875�

1886�
�
��
���������

�
����

、
五
頁)

。

�
����

版
前
掲
書
に
よ
る
と

(

六
頁)

、
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
書
簡
は
一
九
○
九
年

に
モ
ス
ク
ワ
で
 
・
�
・
ボ
チ
カ
レ
ー
フ
の
収
集
に
よ
っ
て
、
一
九
一
○
年
に
は

同
じ
く
モ
ス
ク
ワ
か
ら
ヴ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
ブ
レ
ン
デ
ル
編
纂
の
、
一
九
一
二
年
か

ら
一
九
一
六
年
に
か
け
て
!
・
�
・
チ
ェ
ー
ホ
ワ
に
よ
っ
て
モ
ス
ク
ワ
で
約
二
○

○
○
通
の
六
巻
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
次
の
刊
行
は
革
命
へ
て
の
一
九
二
二
年
だ

か
ら
内
山
の
記
述
す
る
《
ロ
シ
ヤ
語
の
原
本
で
菊
判
六
巻
の
浩
瀚
な
集
録
》
は
!
・

�
・
チ
ェ
ー
ホ
ワ
の
も
の
か
。

な
お

『

チ
エ
ホ
フ
の
手
紙』

は
現
物
を
参
観
し
て
い
な
い
の
だ
が
、
国
立
国
会

図
書
館
Ｎ
Ｄ
Ｌ�

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
と
国
立
情
報
学
研
究
所
のW

e
b

c
a

t
P

lu
s

の
デ
ー
タ

に
よ
れ
ば
、
東
京
の
洛
陽
堂
と
い
う
書
店
か
ら
一
九
二
一

(

大
正
一
〇)

年
四
月

発
行
で
頁
付
が
二
、
一
四
、
五
三
六
ペ
ー
ジ
、
肖
像
が
あ
り
菊
判
変
形
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
内
山
賢
次
は
ガ
ー
ネ
ッ
ト
を
入
手
す
る
や
い
な
や
翻
訳
に
取
り
か
か
っ

た
と
み
て
い
い
。

一
九
七
五
年
モ
ス
ク
ワ
で
刊
行
さ
れ
た
チ
ェ
ー
ホ
フ
書
簡
集
第
二
巻
に
収
め
ら

れ
た
三
八
五
通
目
の�

�(������
)
�
�(�
�������

")
�
��#
���
(

ア
レ
ク
セ
イ
・

ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
ッ
チ
・
プ
レ
シ
ュ
ェ
ー
エ
フ)

宛
で
チ
ェ
ー
ホ
フ
は
ま
ず

『

大
草

原』

書
評
、
ブ
レ
ー
ニ
ン
の
フ
ェ
リ
エ
ト
ン
、
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
の
手
紙
を
読

ん
だ
こ
と
か
ら
書
き
始
め
て
い
る

(

二
一
〇
〜
二
一
一
頁)

。
注
解

(

四
五
八
〜

六
○
頁)

か
ら
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
ッ
チ
・
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
が
一

八
八
八
年
三
月
四
日
付
の
大
部
な
書
簡
で『

大
草
原』

の
読
後
感
に
言
及
し
、
チ
ェ
ー

ホ
フ
か
ら
《
ロ
シ
ヤ
の
す
ば
ら
し
い
長
編

ロ

マ

ン

》
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る

と
書
い
た
と
い
う
。

オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
が
現
役
を
退
く
こ
と
へ
の
懸
念
を
プ
レ
シ
ュ
ェ
ー
エ
フ
へ

打
ち
明
け
、
プ
レ
シ
ュ
ェ
ー
エ
フ
の
健
康
を
慮
り
、《
メ
レ
シ
ュ
コ
フ
ス
キ
ー
に

対
す
る
ブ
レ
ー
ニ
ン
の
批
評
に
照
ら
し
て
判
断
す
る
と
、
貴
方
は
氷
点
下
一
五
〜

二
〇
度
の
中
に
い
る
》(

二
一
一
頁)

と
書
い
て
、《
恐
ろ
し
く
寒
い
》
と
続
く
。

こ
こ
で
チ
ェ
ー
ホ
フ
は
プ
レ
シ
ュ
ェ
ー
エ
フ
を
�
飛
ば
ず
に
全
路
を
歩
い
て
来
る

秧
鶏
�
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。
そ
の
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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メ
レ
シ
ュ
コ
フ
ス
キ
ー
に
対
す
る
ブ
レ
ー
ニ
ン
の
批
評
に
照
ら
し
て
判
断

す
る
と
、
貴
方
は
氷
点
下
一
五
〜
二
〇
度
の
中
に
お
ら
れ
ま
す
。
恐
ろ
し
く
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寒
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
憐
れ
な
鳥
た
ち
も
す
で
に
ロ
シ
ア
に
飛
ん
で
行
き

ま
す
。
か
れ
ら
を
郷
愁
と
祖
国
愛
が
駆
り
立
て
る
の
で
す

幾
百
万
も
の

鳥
た
ち
が
生
地
へ
の
愛
執
か
ら
犠
牲
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
、
途
中
で
か
れ

が
ど
れ
だ
け
凍
死
し
、
か
れ
ら
が
三
月
や
四
月
の
は
じ
め
に
、
故
郷
に
行
き

着
く
た
め
に
、
ど
れ
だ
け
の
苦
痛
に
堪
え
て
い
る
か
を
、
も
し
詩
人
が
知
っ

た
ら
、
と
っ
く
の
昔
に
詩
歌
で
賛
美
し
た
で
し
ょ
う
に
…
…
道
中
を
飛
ば
ず

に
、
徒
歩
で
行
く
ウ
ズ
ラ
ク
イ
ナ
あ
る
い
は
凍
死
だ
け
は
し
な
い
よ
う
に
、

人
間
の
手
に
生
き
た
ま
ま
身
を
ゆ
だ
ね
る
雁
の
立
場
に
な
っ
て
ご
ら
ん
な
さ

い
…
…
こ
の
世
で
生
き
る
こ
と
は
耐
え
難
い
も
の
で
す
！

ロ
シ
ア
語
に
�
小
鳥
�
は�

��
�
��

だ
し
、“b

ird
”

も
小
鳥
で
な
く
て
も
よ
さ

そ
う
だ
が
、
辞
書
の
字
義
通
り
に
訳
し
て
み
る
と
、
内
山
賢
次
訳
は
格
調
の
高
さ

を
感
じ
さ
せ
る
が
、
本
村
敏
雄
は
《
飛
翔
力
を
持
つ
渡
り
鳥
た
ち
が
勇
敢
な
冒
険

者
で
あ
り
、
彼
ら
の
追
う
も
の
が
夢
と
理
想
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
飛
翔
で
き
な
い

秧
鶏
は
、
私
た
ち
地
上
の
人
間
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
て
、
彼
の
背
負
っ
て
い
る
の
は
、

自
分
た
ち
を
緊
縛
す
る
過
去
と
、
そ
れ
に
つ
な
が
る
現
在
の
日
常
》
と
考
え
る
と
、

チ
ェ
ー
ホ
フ
は
飛
翔
力
の
な
い
秧
鶏
へ
の
憐
憫
も
忘
れ
て
い
な
い
が
、
伊
東
静
雄

は
チ
ェ
ー
ホ
フ
と
違
っ
て
居
直
っ
て
い
る
と
鑑
賞
す
る

(『
秧
鶏
の
旅』

ゆ
ま
に

書
房
、
平
六
、
三
四
○
頁)

。

昭
和
四
年
一
二
月
一
一
日

チ
エ
ー
ホ
フ
の
全
集

(

独
逸
語)
を
と
り
よ
せ
て

読
み
た
い
と

『

書
簡』

に
あ
る
が
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
次
の
こ
と
ば
に
も
親
し
ん
だ

ろ
う
か
？

鷲
は
め
ん
ど
り
よ
り
も

低
く
お
り
る
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど

し
か
し
め
ん
ど
り
は
け
っ
し
て

雲
ま
で
昇
る
こ
と
は
な
い
…
…

(

チ
ェ
ー
ホ
フ
作
、
湯
浅
芳
子
訳

『

退
屈
な
話
・
六
号
病
室』

岩
波
文
庫
、

昭
三
八
、
七
○
頁)

こ
の
一
節
が
語
た
る
も
の
は
静
雄
の

｢

静
か
な
ク
セ
ニ
エ

(

わ
が
友
の
独
白)｣

の
テ
ー
マ
で
も
あ
っ
た
。

四

『

書
簡』

(

四
七
頁)

大
正
一
四
年
一
〇
月
五
日
付
封
書
に
、《
近
頃
僕
が
読
ん

だ
本
を
二
三
書
い
て
お
く
か
ら
、
君
も
暇
が
あ
つ
た
ら
好
き
な
の
を
読
ん
で
み
た

ま
へ
、
／
ジ
ツ
ケ
ン
ス
の

『

ク
リ
ス
マ
ス
・
カ
ロ
ル』

／
森
�
外

『

舞
姫』

／
桑

木
厳
翼

哲
学
概
論
／
岩
城
準

明
治
大
正
の
国
文
学
／
白
村

十
字
街
道
を
行

く
／
等
だ
》
と
あ
る
。
大
塚
格
を
は
じ
め
、
知
友
へ
の
書
簡
に
報
知
さ
れ
た
読
書

リ
ス
ト
は
、
彼
ら
に
自
己
の
知
的
空
間
、
知
的
風
土
を
共
有
し
て
ほ
し
い
と
の
意

思
表
示
と
も
受
け
取
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
リ
ス
ト
は
静
雄
の
詩
的
営
為
を
註
解
す

る
糸
口
に
な
る
。
そ
こ
で
こ
の
節
で
は

『

哲
学
概
論』

、『

明
治
大
正
の
国
文
学』

、

『

十
字
街
頭
を
往
く』

を
解
題
し
て
み
た
い
。

手
元
の
桑
木
厳
翼

『

哲
学
概
論』

は
奥
付
が
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
大
正
一
〇

年
六
月
廿
五
日
発
行
、
全
部
改
訂
新
版
、
改
正
定
価
金
二
円
と
な
っ
て
い
る
。
二
、

三
、
三
、
四
、
五
六
五
頁
、
一
八
セ
ン
チ
。
標
題
紙
は
文
学
博
士
桑
木
厳
翼
著

『

改
訂
哲
学
概
論』

早
稲
田
大
学
出
版
部
蔵
版
と
な
っ
て
い
る
。

書
誌
来
歴
は
本
書
に
付
さ
れ
た
明
治
三
三
年
八
月
付

｢

緒
言｣

に
よ
れ
ば
、
東

京
専
門
学
校
文
学
科
三
一
年
度
講
義
録
を
三
二
年
に
増
訂
し
刊
行
、(

こ
れ
は
早

稲
田
叢
書
と
し
て
明
治
三
三
年
一
二
月
に
発
兌
し
た
よ
う
だ
、W

e
b

c
a

t
P

lu
s

に
よ
る
―
引
用
者
註)

、
さ
ら
に
付
さ
れ
た

｢

哲
学
概
論
改
版
序｣

(

大
正
三
年
一

二
月)

に
《
今
此
改
版
に
当
つ
て
も
た
ゞ
字
句
、
人
名
の
発
音
等
に
少
許
の
変
更

を
施
し
、
間
々
註
を
附
し
た
る
の
み
》
と
あ
り
、｢

哲
学
概
論
再
改
版
序｣

(

大
正

一
五
年
一
月)

で
は
、《
今
改
版
を
公
け
に
す
る
に
当
て
単
に
字
句
の
修
正
に
従

へ
り
。
其
の
理
由
に
至
つ
て
は
嘗
て
初
め
て
縮
刷
改
版

(

縮
刷
改
版
は
大
正
四
年

発
兌
、W

e
b

c
a

t
P

lu
s

に
よ
る
―
引
用
者
註)

を
試
み
し
時
に
序
文
と
し
て
記

し
た
る
所
と
異
な
ら
ず
。
就
中
、
大
正
一
三
年
三
月
の
新
版
に
於
て
付
記
し
た
る

増
補
は
、
余
の
現
時
の
所
説
を
示
し
た
る
も
の
と
し
て
、
特
に
読
者
の
一
粲
を
博

伊
東
静
雄

青
年
期
の
読
書
体
験
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せ
ん
こ
と
を
欲
す
る
も
の
な
り
。
而
し
て
此
新
改
版
に
於
て
は
別
に
支
那
論
理
に

関
す
る
旧
稿
を
加
へ
て
之
を
附
録
第
七
章
と
せ
り
》
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
手
元
の
書
物
は
大
正
一
〇
年
六
月
廿
五
日
発
行
と
な
っ
て
い
る
が
、
大
正

一
五
年
六
月
の
も
の
ら
し
い
。
静
雄
は
ど
れ
を
参
観
し
た
か
？
い
ず
れ
に
し
ろ
本

書
が
桑
木
の
大
学
に
お
け
る
哲
学
概
論
の
講
義
ノ
ー
ト
か
ら
発
展
し
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
。

構
成
は

｢
哲
学
概
論
再
改
版
序｣

、｢

哲
学
概
論
改
版
序｣

、｢

緒
言｣

、｢

哲
学
概

論
目
次｣

、｢

第
一
章

序
論｣

、｢

第
二
章

哲
学
の
定
義｣

、｢

第
三
章

哲
学
の

淵
源｣

、｢

第
四
章

哲
学
の
形
態｣

、｢

第
五
章

哲
学
の
問
題

(

一)

知
識
哲
学｣

、

｢

第
六
章

哲
学
の
問
題

(
二)

自
然
哲
学｣

、｢

第
七
章

哲
学
の
問
題

(

三)

人
生
哲
学｣

、｢

附
録｣

、｢

増
補｣

。

右
に
見
た
よ
う
に
講
義
ノ
ー
ト
の
第
二
章
は

｢

哲
学
の
定
義｣

に
当
て
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
こ
で
は
哲
学
と
詩
歌
宗
教
と
の
区
別
、
哲
学
と
科
学
詩
歌
と
の
同
異

が
考
察
さ
れ
て
い
る
。

抑
も
広
義
に
所
謂
詩
歌
は
人
が
天
地
自
然
の
風
景
若
し
く
は
人
事
の
曲
折

波
瀾
等
に
就
て
感
想
経
験
せ
る
所
を
美
妙
に

(
散
文
若
し
く
は
韻
律
に
従
ひ

て)

叙
述
し
た
る
も
の
に
し
て
、
通
常
其
中
に
叙
事
、
抒
情
、
劇
詩
の
三
種

を
区
別
す
る
こ
と
、
洽
く
人
の
知
る
所
な
り
。
其
中
特
に
第
二
の
抒
情
詩
は

主
と
し
て
作
者
の
感
慨
を
述
べ
た
る
も
の
に
し
て
、
一
路
直
視
、
驀
地
に
詩

人
の
人
生
世
界
に
対
す
る
観
念
を
吐
露
す
る
も
の
多
く
、
其
思
想
の
幽
玄
深

邃
な
る
、
優
に
大
哲
人
の
経
営
辛
苦
し
て
案
出
せ
る
も
の
と
符
合
す
る
こ
と

あ
り
。
蓋
し
哲
学
の
攻
究
事
項
の
何
た
る
は
後
に
至
り
て
詳
述
す
べ
き
が
、

今
仮
に
前
章
に
於
て
略
記
し
た
る
所
を
更
に
繰
返
せ
ば
、
哲
学
と
は
世
界
全

体
の
原
理
を
論
究
す
る
学
な
り
と
概
言
す
る
を
得
べ
き
が
故
に
、
其
論
究
の

目
的
に
於
て
は
亳
も
詩
歌
と
異
な
る
所
あ
ら
ざ
る
な
り

(

六
〇
頁)

。

《
西
行
芭
蕉
の
歌
俳
を
諷
誦
す
れ
ば
諸
行
無
常
有
為
転
変
の
世
相
》
を
見
る
こ

と
が
で
き
、《
バ
イ
ロ
ン
、
ハ
イ
ネ
の
遺
吟
に
厭
世
の
哲
理
を
覚
り
、
シ
ル
レ
ル
、

ゲ
ー
テ
に
高
潔
な
る
理
想
を
》
感
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、
シ
ル
レ
ル
の

よ
う
な
詩
歌
の
目
的
は
人
生
を
描
写
す
る
こ
と
で
、
ア
ー
ノ
ル
ド
の
詩
歌
は
人
生

の
批
評
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
詩
歌
の
範
囲
は
全
く
人
生
に
関
す
る
哲
学
と
同

一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
古
代
に
は
詩
歌
と
哲
学
と
は
た

び
た
び
区
別
さ
れ
ず
、《
哲
学
に
し
て
詩
歌
の
形

(

即
韻
律)

を
借
り
て
説
か
る
ゝ

も
の
あ
り
、
詩
歌
に
し
て
全
く
哲
学
を
陳
述
す
る
も
の
あ
り
》(

六
一
頁)

。

そ
の
他
、
単
に
詩
歌
の
外
形
の
み
な
ら
ず
、
哲
学
に
し
て
同
時
に
詩
歌
の
精
髄

を
含
む
も
の
、
つ
ま
り
文
章
の
こ
と
ば
が
燦
然
と
し
て
、
こ
れ
を
読
ん
だ
者
を

�

幽
玄
の
理
説
を
解
せ
し
む
る
と
共
に
雅
興
、
美
妙
の
感
情
を
起
さ
し
む
る
も
の
》

が
多
い
。
ギ
リ
シ
ャ
で
最
も
有
名
な
の
は
プ
ラ
ト
ー
ン
の
対
話
編
で
、
中
国
で
は

�

荘
子
の
汪
洋
た
る
、
哲
学
と
も
称
す
べ
く
又
実
に
散
文
的
詩
歌
と
称
す
る
も
不

可
な
し
》(

六
一
頁)

。

父
親
か
ら
大
学
進
学
を
断
念
す
る
よ
う
に
言
及
さ
れ
、
級
友
か
ら
は
国
文
科
進

学
を
嘲
笑
さ
れ
て
い
る
静
雄
に
は
こ
れ
ら
の
記
述
は
大
き
な
勇
気
を
与
え
る
も
の

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
想
像
す
る
。

静
雄
の
詩
学
に
宗
教
観
が
ど
の
よ
う
な
作
用
を
お
よ
ぼ
し
た
か
は
筆
者
の
中
で

手
付
か
ず
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
桑
木
の
左
の
言
述
あ
た
り
か
ら
ヒ
ン
ト
が
引

き
出
せ
る
か
も
知
れ
な
い
。

宗
派
争
い
の
宗
教
で
は
な
く
、
自
己
よ
り
偉
大
な
も
の
へ
の
渇
仰
の
情
念
か
ら

生
ず
る
精
神
的
産
物
、
す
な
わ
ち
宗
教
家
が
安
心
立
命
の
地
に
到
達
せ
ん
が
た
め

の
指
針
で
あ
る
説
教
は
幽
玄
な
哲
学
と
符
合
し
、
仏
教
の
無
常
論
、
唯
心
論
は
近

世
の
哲
学
思
想
と
肩
を
な
ら
べ
、
キ
リ
ス
ト
の
教
説
は
人
生
哲
学
の
妙
理
を
つ
い

て
い
る
と
す
る

(

六
二
〜
六
三
頁)

。

岩
城
準
太
郎
著

『

明
治
大
正
の
国
文
学』

成
象
堂
、
大
正
一
四
年
六
月
五
日
発

行
、
二
円
五
〇
銭
、
四
、
一
〇
、
二
九
五
頁
、
二
〇
セ
ン
チ
、
箱
入
り
。
小
口
が

江
戸
紫
、
表
紙
は
布
装
で
花
に
と
ま
る
蝶
が
描
か
れ
、
花
と
蝶
の
一
部
に
金
泥
が

ほ
ど
こ
さ
れ
た
き
れ
い
な
も
で
あ
る
。

構
成
は

｢
凡
例｣

、｢

目
次｣

、｢

一

少
年
の
日

(

序
に
代
へ
る)｣

、｢

二

新

文
学
建
設
の
主
張｣
、｢

三

西
洋
文
学
の
影
響｣

、｢

四

詩
歌
革
新
の
運
動｣

、
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｢

五

新
体
詩
界
の
曙
色｣

、｢

六

小
説
界
の
進
境｣

、｢

七

狂
�
時
代｣

、｢

八

近
代
文
学
の
樹
立｣

、｢

九

新
興
の
文
学｣

、｢

一
○

口
語
体
文
章
の
創
始｣

、

｢

一
一

口
語
体
文
章
の
発
達｣

、｢

一
二

劇
壇
の
黎
明｣

、｢

一
三

劇
壇
の
啓

蒙｣
、｢

一
四

青
年
の
文
学
か
ら
壮
年
の
文
学
へ｣

、｢

一
五

近
代
文
学
の
一
生

面｣
、｢
一
六

人
生
肯
定
の
文
学｣

、｢

一
七

暗
示
の
文
学
と
理
想
主
義
の
文
学｣

、

｢

一
八

人
間
味
の
文
学｣

、｢

一
九

開
拓
者
の
悲
劇

(

跋
に
代
へ
る)｣

。

有
為
の
青
年
は
天
下
国
家
に
労
す
べ
き
で
小
説
な
ど
書
く
べ
き
で
は
な
い
と
い

う
当
時
、
文
学
士
で
あ
る
坪
内
逍
遥
が
小
説
を
書
い
た
と
い
う
指
摘

(

二
六
頁)

や
、
樋
口
一
葉
が
《
針
仕
事
に
夜
を
更
か
し
、
生
業
の
苦
心
に
夜
を
明
か
し
て
も

尚
ほ
読
書
を
怠
ら
ず
、
図
書
館
通
ひ
を
止
め
ず
、
偏
に
文
学
の
た
め
創
作
の
た
め

に
努
め
た
》(

六
八
頁)

と
い
う
一
文
は
静
雄
を
奮
励
さ
せ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
二

葉
亭
四
迷
の
訳
し
た
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ

『

父
と
子』

は
《
苟
も
文
学
に
携
る
青
年
の

中
で
、
心
あ
る
も
の
は
こ
れ
に
心
を
引
か
れ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
か
つ
た
》(

三
三

頁)

は
伊
東
静
雄
を
刺
激
し
、
昭
和
四
年
一
二
月
二
一
日
に
は
そ
の
ド
イ
ツ
語
訳

に
挑
戦
し
、｢

父
と
子｣

の
表
記
が
ド
イ
ツ
語
で
複
数
な
の
は
神
経
に
さ
わ
っ
て

い
か
ん
と
い
う
。

岩
城
は
明
治
三
四
、
五
年
頃
以
後
の
国
文
学
は
政
治
経
済
、
教
育
宗
教
、
労
働

問
題
、
人
口
問
題
、
外
交
や
戦
争
と
同
様
に
実
際
的
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
と
記
述
す
る
が

(

一
○
五
頁)

、
そ
れ
は
一
部
の
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
の
仲

間
内
だ
け
で
、
一
般
大
衆
は
相
変
わ
ら
ず
一
読
了
解
の
三
文
小
説
に
顔
が
向
い
て

い
た
の
で
は
な
い
か
。

｢

四

詩
歌
革
新
の
運
動｣

は
正
岡
子
規
の
俳
句
・
短
歌
革
新
の
事
績
に
ま
る

ま
る
割
か
れ
て
い
る
。《
と
に
か
く
新
体
詩
の
出
現
は
短
歌
俳
句
に
対
す
る
信
認

の
動
揺
を
示
す
も
の
で
あ
る�

、《
青
年
文
学
者
が
此
の
方
面
に
目
覚
め
た
な
ら
、

短
歌
俳
句
は
依
然
日
本
詩
歌
の
精
粋
と
し
て
詩
界
の
大
き
な
分
野
を
占
め
る
わ
け

で
あ
る
》(

三
七
頁)

、《
芭
蕉
雑
談
と
題
す
る
新
し
い
研
究
が
あ
る
。
こ
れ
が
即

ち
俳
句
革
新
の
暁
鐘
で
あ
つ
て
、
今
ま
で
現
は
る
べ
く
し
て
未
だ
現
は
れ
な
か
つ

た
詩
歌
の
世
界
の
新
声
で
あ
る
》(

三
八
頁)

、《
比
較
研
究
は
斯
道
に
眼
を
開
か

せ
悟
入
を
導
く
。
芭
蕉
翁
の
研
究
は
そ
の
真
相
の
闡
明
で
あ
つ
て
、
又
そ
の
真
価

の
発
揮
で
あ
る
。
子
規
は
従
来
の
俳
界
に
伝
統
的
に
唱
へ
ら
れ
て
ゐ
る
芭
蕉
翁
観

を
全
然
棄
却
し
た
。
芭
蕉
の
作
品
に
対
す
る
評
価
に
は
全
く
新
し
い
初
生
な
眼
を

用
ひ
た
》(

三
九
頁)

。

静
雄
の
学
部
卒
業
論
文
に
岩
城
の

｢

四

詩
歌
革
新
の
運
動｣

の
こ
れ
ら
の
文

章
の
痕
跡
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
子
規
へ
の
関
心
に
一
役
買
っ
た
可
能

性
は
あ
る
。

《
二
十
世
紀
の
文
化
は
国
境
の
別
を
破
つ
て
ゐ
る
。
孤
立
し
て
他
国
に
交
渉
の

な
い
文
化
現
象
は
、
少
く
と
も
開
明
の
国
に
は
見
ら
れ
な
い
。
明
治
大
正
の
国
文

学
は
世
界
の
文
学
と
密
接
な
交
渉
を
も
つ
て
ゐ
る
の
で
、
日
本
だ
け
を
切
離
し
て

国
文
学
を
説
く
と
い
ふ
こ
と
は
、
不
可
能
の
事
に
な
つ
た
》(

一
○
四
頁)

と
岩

城
は
語
る
が
、
そ
れ
は
静
雄
を
し
て
《
我
々
の
運
命
は
決
局
観
察
人
に
す
ぎ
な
い

ら
し
い
。
私
に
は
十
九
世
紀
の
末
期
か
ら
、
今
世
紀
の
黎
明
へ
か
け
て
の
世
界
の

う
つ
り
か
は
り
は
、
実
に
興
味
に
み
ち
た

｢

人
生
喜
劇｣

だ
。
私
の
前
に
ハ

ス

ト
リ
ン
ド
ヘ
ル
ヒ
、
ボ
ー
ド
レ
ル
、
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
、
ツ
ル
ゲ
ニ
エ
フ
、
ゴ
ー
ゴ

リ
、
ゴ
ー
リ
キ
ー
等
の
一
列
が
、
通
過
し
つ
ゝ
あ
る
。
私
は
私
自
身
の
内
部
生
活

の
推
移
に
沿
ふ
て
、
こ
れ
等
の
人
々
の
理
解
に
努
力
し
た
い
と
思
つ
て
ゐ
る
。
／

そ
れ
か
ら
後
だ
、
私
が
国
文
学
者
に
な
る
の
は
。
／
そ
の
時
を
期
侍
し
て
ゐ
て
ほ

し
い
》(『

書
簡』

、
一
七
八
頁)

と
言
わ
し
め
る
。

静
雄
が

｢

十
字
街
道
を
行
く｣

と
大
塚
格
に
書
き
送
っ
て
い
る
、
厨
川
白
村

『

十
字
街
頭
を
往
く』

は
大
正
一
二
年
一
二
月
一
〇
日
福
永
書
店
か
ら
二
円
五
〇

銭
で
刊
行
さ
れ
た
。
二
〇
セ
ン
チ
、
箱
入
り
、
天
と
見
返
し
は
き
れ
い
な
青
緑
で

染
色
さ
れ
て
い
る
。
図
版
と
し
て
著
者
肖
像
、
絶
筆
原
稿

(｢

人
間
賛
美｣

の
冒

頭
、『

週
刊
朝
日』

の
た
め
に
起
稿
し
た)

、｢

序｣

、
目
次
、
四
、
三
八
二
頁
、
人

間
賛
美
が
三
一
頁
、
阪
倉
篤
太
郎
の

｢

跋
文｣

一
〇
頁
、｢

跋
文｣

か
ら
著
者
厨

川
白
村
辰
夫
は
関
東
大
震
災
の
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
手
元
の
書
物
は

大
正
一
三
年
一
月
七
日
廿
六
版
と
な
っ
て
お
り
、
一
三
、
一
七
、
二
○
、
二
三
、

三
一
頁
に
伏
字
が
あ
る
。
初
版
に
伏
字
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
確
認
が
と
れ
て
い
な

い
。煩

を
厭
わ
ず
に
目
次
を
列
挙
し
よ
う
、｢

悪
魔
の
宗
教｣

、｢

僧
正
イ
ン
グ
そ
の

伊
東
静
雄

青
年
期
の
読
書
体
験
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ほ
か｣

、｢

文
芸
上
の
リ
ア
リ
ズ
ム｣

、｢

文
芸
と
性
欲｣

、｢

再
び
民
衆
の
手
に｣

、

｢

演
劇
と
観
客｣

、｢

西
洋
の

｢

蛇
性
の
婬｣｣

、｢

強
ひ
ら
れ
た
る
文
明｣

、｢

有
嶋
さ

ん
の
最
後｣

、｢

恋
愛
と
結
婚
の
こ
と｣

、｢

オ
オ
プ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム｣

、｢

何
が
故

の
侮
蔑
ぞ｣

、｢

東
西
の
自
然
詩
観｣

、｢

裸
体
美
術
の
問
題｣

、｢

西
班
牙
劇
壇
の
将

星｣
、｢
ゴ
ル
ス
ワ
ア
ジ
イ
の
劇
論

(

本
文
の
章
見
出
し
は

｢

一
六
、
ゴ
ル
ス
ワ
ア

ジ
イ
の
劇｣
と
な
っ
て
い
る
―
引
用
者
註)｣

、｢

ダ
ン
セ
イ
ニ
の
邦
訳
と
新
作｣

、

｢

作
家
の
外
遊｣
、｢

宗
教
と
迷
信｣

、｢

冷
嘲
熱
罵｣

、｢

婦
人
と
読
書｣

、｢

服
装
の

堕
落｣

、｢

小
泉
先
生
の
旧
居
を
訪
ふ｣

、｢

詩
人
ク
ロ
ウ
デ
ル｣

。

お
そ
ら
く
経
済
的
余
裕
の
な
か
っ
た
静
雄
は
高
等
学
校
の
図
書
館

(

室)

で
立

ち
読
み
し
た
目
次
に
惹
か
れ
た
に
ち
が
い
な
い
、
と
く
に

｢

有
嶋
さ
ん
の
最
後｣

。

� 『

人
妻
と
道
な
ら
ぬ
恋
を
し
て
情
死
し
た
。』

／
そ
れ
に
違
ひ
な
か
ら
う
。
し
か

し
話
は
、
そ
ん
な
に
簡
単
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
人
生
そ
の
も
の
が
簡
単
で
な
い

が
如
く
》(

一
六
四
頁)

。《
生
き
る
事
は
戦
ひ
だ
。
ま
た
生
き
ん
が
為
に
こ
そ
吾

等
は
戦
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
戦
ひ
の
休
み
な
き
連
続
が
人
生
だ
。
恋
愛
は
即
ち
烈
し

く
血
み
ど
ろ
に
な
つ
て
戦
ふ
事
で
は
な
い
か
》(
一
六
五
頁)

と
い
う
こ
と
ば
に

�愛
と
真
と
の
根
底
の
上
に
た
ち
さ
へ
す
れ
ば
い
ゝ
�
と
大
塚
格
に
書
き
送
る
静

雄
に
共
鳴
し
た
に
ち
が
い
な
い
。

｢

悪
魔
の
宗
教｣

で
は
経
典
と
武
器
、
宗
教
と
征
服
は
歴
史
上
の
事
実
と
し
て

実
は
兄
弟
分
で
、
寺
院
の
法
要
と
銀
行
通
帳
が
、
説
教
僧
と
婦
女
姦
淫
と
が
付
き

物
と
同
様

(

三
頁)

だ
と
分
析
す
る
白
村
の
文
章
に
人
生
の
表
裏
を
教
え
ら
れ
、

｢

帰
郷
者｣

の
発
想
に
結
実
し
た
？

筑
紫
野
の
一
角
で
読
書
と
並
行
し
て
深
く
黙
思
し
詩
作
に
耽
っ
た
静
雄
は
、
真

実
を
求
め
る
た
め
に
善
と
美
の
世
界
に
あ
こ
が
れ
、
い
わ
ゆ
る
真
善
美
を
模
索
し

て
苦
悩
し
た
。
そ
れ
は
と
き
に
恋
の
取
捨
に
迷
う
若
者
の
苦
悩
で
あ
り
、
神
は
人

間
を
幸
福
に
な
れ
と
創
造
し
た
の
だ
か
ら
と
、
愛
と
真
と
の
根
底
に
た
っ
て
人
間

ら
し
く
生
き
る
こ
と
を
希
求
し
た
。
春
機
発
動
期
に
打
ち
負
か
さ
れ
そ
う
に
な
り

な
が
ら
、
孤
独
に
徹
し
き
れ
ぬ
若
者
の
悲
劇
を
内
面
生
活
と
し
て
、
荒
ん
だ
心
を

静
め
て
く
れ
る
花
を
も
と
め
て
筑
紫
野
を
彷
徨
し
、
精
神
的
負
荷
の
危
機
を
読
書

で
克
服
し
、
心
と
魂
の
支
柱
を

『

わ
が
ひ
と
に
与
ふ
る
哀
歌』

に
結
晶
さ
せ
て
い
っ

た
。さ

ら
に
苦
悶
の
青
春
期
は
読
書
を
通
し
て
、《
わ
が
ひ
と
の
か
な
し
き
声
を
ま

ね
ぶ
…
…
／

(

行
つ
て

お
前
の
そ
の
憂
愁
の
深
さ
の
ほ
ど
に
／
明
る
く
か
し
処こ

を
彩
れ)

と
》
と
い
う
文
学
的
解
脱
へ
向
う
た
め
の
静
雄
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
期
間

で
も
あ
っ
た
。
だ
が
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
先
に
内
な
る
自
己
と
の
壮
絶
と
も
い
え
る

戦
い
、
つ
ま
り
�
秧
鶏
は
飛
ば
ず
に
全
路
を
歩
い
て
来
る
�
こ
と
を
自
己
に
強
制

す
る
詩
人
と
し
て
の
試
練
が
待
っ
て
い
る
こ
と
を
予
想
で
き
て
い
た
だ
ろ
う
か
？
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